
ガラス小玉鋳型や埴輪
は、歴史民俗資料館で
展示しているよ！
見に来てね。

遺跡から出土したガラス小玉鋳型に興味津 ！々
表紙写真：５月31日、北泉小学校で総合的な学習の時間
の授業「郷土を知ろう」が行われました。市内から出土
したガラス小玉鋳型や、たくさんの埴輪や土器に触れ、授
業を受けた３年生の子どもたちは目を輝かせていました。
（関連記事13ページ）

まちのデータ（2013.6.1現在）
人　口 80,131（＋29）
　男 39,732（＋26）
　女 40,399（＋ 3）
世帯数 32,511（＋34）
（　）内は前月との比較

●  新しい市内交通サービスがスタート！②
　  　　　　　　　　　デマンド交通ご利用案内 …………………………２
●  “涼しくするぞ！本庄”打ち水大作戦2013 …………………………３
●  平成25年度本庄市職員採用試験を実施します ………………………４
●  市長への手紙 ………………………………………………………………16
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………21

● 今月の主な内容
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デマンド交通等ご利用案内

10
月
１
日
㈫
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
し
い
市
内
交
通
サ
ー
ビ
ス
」。

６
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約
方
法
、
運
行
時
間
、
運
行
日
、
利
用
料
金
と
、

（
仮
称
）
本
庄
シ
ャ
ト
ル
便
の
利
用
料
金
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～打ち水を本庄の風物詩にしよう～
７月23日（大暑）から８月23日（処暑）の間、
家庭や職場で打ち水をしてみませんか。

◎デマンド交通のご利用

　昔から、朝夕に庭先や玄関先に打ち水をする習慣がありました。水は蒸発するときに熱を奪うため、打ち
水をすると涼しくなると言われています。夏に懸念される消費電力不足に対応することにもつながります。
※道路で打ち水をするときは、自動車や歩行者の通行の妨げにならないよう交通事故等に十分注意しましょう。

① 利用日の１週間前から前日までに、予約センター
に電話で予約します。
※予約の際は、【利用者全員の氏名・利用時間・乗車
場所（どこから）・降車場所（どこまで）】を伝えて
ください。
※予約センターの電話番号は、新しい市内交通サー
ビスがスタートする前に改めてお知らせします。
②予約した乗車場所から乗車します。
※他の人と乗り合いになります。
※定員を超えたときは、予約できない場合があります。

★企画課☎㉕１１５７

◎（仮）本庄シャトル便のご利用
（仮称）本庄シャトル便利用料金

おとな（中学生以上） ２００円
小 学 生 １００円
未就学児 無　料

※未就学児は、必ず付き添いの人と一緒に乗
車してください。
※障害者手帳を提示した場合、本人と介護者
１人は１００円割引になります。

デマンド交通利用料金
おとな（中学生以上） ３００円

小 学 生 １５０円
未就学児 無　料

※未就学児は、必ず付き添いの人と一緒に乗
車してください。
※障害者手帳を提示した場合、本人と介護者
１人は１５０円割引になります。

回 数 乗 車 券 料 金
1,000円分（100円券×10枚） 500円分（50円券×10枚）

①一　般 ８００円 ４００円
②75歳以上 ６００円
③運転免許証返納者 ６００円
④65歳以上 ７００円
※②～④は、購入時に身分証明書が必要です。
※デマンド交通、（仮称）本庄シャトル便、路線バスを乗り継いだ場合の乗り継ぎ割引制度もあります。

“涼しくするぞ！本庄”

打ち水大作戦２０１３

市民のみなさん、一斉に打ち水をしませんか。バケツやじょうろを持ってお集まりください。
打ち水終了後、記念品を差し上げます。（数量限定）

日時　８月２日㈮　午後３時30分～（雨天中止）　　場所　市役所玄関前広場
※駐車場に限りがあるため、なるべく徒歩でご来場ください。

市民一斉打ち水大作戦！

　集落排水処理施設が整備されている地域にお住ま
いで、接続が済んでいないご家庭は、早めの接続を
お願いします。
　また、すでに接続し、使用を開始している場合は、
次のことにご注意ください。下水道課への届出が必
要になります。

　取付マスを新たに設置する場合は、受益者分担金
を納めていただくことになります。
　事前に下水道課へご相談ください。
★下水道課☎㉕１１４６

① 転入、転出、出生、死亡等で使用人数が増減し
た場合
②建物の改築等で、宅内配管に変更が生じる場合
③ 使用を停止・再開する場合や、売買等により土
地や建物の所有者が変わる場合

日程　①７月23日㈫（※申込先①）
　　　②７月27日㈯（※申込先②）　
時間　午前９時～正午
会場　小山川水循環センター（東五十子382－1）
内容　・ 下水道施設の見学（下水をきれいにする仕組み

について）
　　　・水質実験の体験（顕微鏡での微生物観察など）
対象　小学生と保護者
定員　10組（先着順）
費用　無料
申込　７月８日㈪から19日㈮までに電話で下記へ
　　　（平日、午前９時から午後５時まで受付）
申込先　① （公財）埼玉県下水道公社荒川左岸北部支社

小山川支所☎㉑７９９７
　　　　②市下水道課☎㉕１１４６

夏休みの自由研究にピッタリ

～夏休み親子下水道教室～
農業集落排水処理施設への接続のお願い

★下水道課☎㉕１１４６

出　発 ほかのお客様も
乗り合わせます

お客様それぞれの降車
場所を経由します

電話で
予約します

●回数乗車券による割引制度

本庄駅と本庄早稲田駅の間を、定期的に運行します。
予約は必要ありません。
※定員を超えたときは、乗車できない場合があります。

運行日時 毎　日 午前９時～午後７時

運行日時 月～土曜日 午前８時～午後５時（日曜・休日・年末年始は運休）

停
留
所

停
留
所

停
留
所

停
留
所

特集　新しい市内交通サービスがスタート！②

乗車場所に行きます
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彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
で
は
、
分
権
時
代
を
担
う

人
材
を
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保
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的
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「
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用
合

同
説
明
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を
開
催
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー

ス
で
は
、
市
町
村
の
特
色
や
職
員

の
募
集
状
況
、
仕
事
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
、
直
接
人
事
担
当
者
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
場
料
無
料
、
予
約
不
要
、
入

退
場
自
由
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
本
庄
市
は
、合
同
説
明
会
に
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

日 

時　
７
月
17
日
㈬　
午
後
１
時
〜

６
時（
入
場
は
午
後
５
時
ま
で
）

会 

場　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

　

hitozukuri.or.jp/navi

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
彩
の
国
さ

い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
人

材
開
発
部
市
町
村
職
員
担
当（
☎

０
４
８―

６
６
４―

６
６
８
１
）

へ

平成２５年度本庄市職員採用試験を実施します
★行政管理課☎㉕１１６０

◆採用予定年月日　平成26年４月１日
◆募集職種等（詳しくは受験案内をご覧ください。）

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用

合
同
説
明
会
を
開
催

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

格
安
で
宿
泊
で
き
る
保
養
所
を
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
契
約
し
ま
し
た
。

　

保
養
所
の
周
辺
に
は
、「
た
く

み
の
里
」
や
「
赤
谷
湖
」
が
あ
り
、

い
ち
ご
や
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
フ

ル
ー
ツ
狩
り
や
そ
ば
打
ち
体
験
、

ゴ
ル
フ
や
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し
め

ま
す
。　
　
　

保
養
所
施
設　

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
新
治　

☎
０
２

７
８―

２
０―

６
０
６
０
（
群

馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
須
川

６
２
３
）

※
市
か
ら
利
用
者
に
対
す
る
直
接

の
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
方
法

　

 

直
接
、
保
養
所
に
連
絡
し
、
予

約
す
る
と
き
に
本
庄
市
民
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

市
の
提
携
保
養
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

軽　めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない　　中　頭痛、吐き気、体がだるい、虚脱感
重　 意識がない、けいれん、高い体温である、呼びかけに対し返事がおかしい、まっすぐに歩けない
※　重 のような症状があったら、救急車を要請してください。

こんな症状があったら医療機関に相談しましょう ※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。
◆受験案内・申込書の配布期間　７月１日㈪～８月９日㈮　※郵送請求の場合のみ８月２日㈮必着。
　①行政管理課（市役所３階）及び総務課（総合支所仮庁舎）で配布
　※土・日・休日を除く午前８時30分～午後５時15分
　②市ホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）からダウンロード
　③ 郵送請求　返信用封筒（Ａ４判の用紙が折らずに入る封筒に１２０円分の切手を貼り、請求者の郵便番号・
住所・氏名を記入したもの）を同封のうえ請求してください。

　・封筒の表には、「受験案内請求」と朱書きしてください。
　・返信用封筒の請求者の氏名の後には「様」を記入してください。
　◎請求先　〒３６７－８５０１　本庄市本庄３－５－３　本庄市総務部行政管理課職員係　宛
◆申込期間　８月８日㈭～10日㈯　午前９時～午後５時（10日㈯は正午まで）
◆申込方法　市役所５階５０１会議室（10日㈯は市役所１階市民ホール）まで本人が直接持参
　　　　　　※郵送での申し込みはできません。
◆第１次試験日　９月22日㈰

募集職種 募集人数 学　歴　･　資　格　等 年　　齢

一般事務職 ５人程度 大学卒 学校教育法による大学を卒業した人、又は平
成26年３月までに卒業見込みの人

昭和58年４月２日以降
に生まれた人

一般事務職
（身体障害者対象） 若干名 －

身体障害者手帳の交付を受けている人で、自
力による通勤、介護なしでの職務遂行及び活
字印刷による筆記試験に対応できる人

昭和53年４月２日から
平成８年４月１日までに
生まれた人

技術職
（土木） 若干名

大学卒 学校教育法による大学を卒業した人、又は平
成26年３月までに卒業見込みの人

昭和58年４月２日以降
に生まれた人

短大卒  学校教育法による短期大学を卒業した人、又
は平成26年３月までに卒業見込みの人 昭和62年４月２日以降

に生まれた人
高校卒  学校教育法による高等学校を卒業した人、又

は平成26年３月までに卒業見込みの人

技術職
（建築） 若干名

大学卒 学校教育法による大学を卒業した人、又は平
成26年３月までに卒業見込みの人

昭和58年４月２日以降
に生まれた人

短大卒  学校教育法による短期大学を卒業した人、又
は平成26年３月までに卒業見込みの人 昭和62年４月２日以降

に生まれた人
高校卒  学校教育法による高等学校を卒業した人、又

は平成26年３月までに卒業見込みの人

保育士 若干名 － 保育士の資格を取得した人、又は平成26年
３月までに保育士の資格を取得見込みの人

昭和53年４月２日から
平成８年４月１日までに
生まれた人

気温の高い日は熱中症にご注意ください

　７月から８月は真夏日や猛暑日といった気温の高い日が続き、熱中症になりやすい時期です。
　発症する前に正しい知識を持ち、早めの予防と対策をとりましょう。

区　分 通常料金（１泊２食付） 本庄市民の場合 備　　　考

中学生
以上
（１人）

　９，２４０円 ６，３００円 平日（特定日・繁忙期を除く）
　９，７６５円 ７，３５０円 土・休前日及び特定日
１０，２９０円 ７，８５０円 繁忙期

小学生
（１人）

大人料金から
１，５００円引き

４，７２５円 平日（特定日・繁忙期を除く）
５，７７５円 土・休前日及び特定日
６，２７５円 繁忙期

※料金は、シーズン及び利用人数により異なる場合があります。なお、別途、入湯税がかかります。また、
小学校入学前の子どもであっても、食事・寝具を必要とする場合は、小学生料金がかかります。

ファミリーオ新治外観

★本庄市保健センター☎㉔２００３

熱中症予防５つのポイント
１　高齢者は上手にエアコンを
　高齢者や持病のある人は、暑さで徐々に体力が低下し、室内でも熱中症になることがあります。節電中でも上手
にエアコンを使っていきましょう。周りの人も、高齢者がいる場合は、部屋の温度に気をつけてください。
２　暑くなる日は要注意
　熱中症は、暑い環境に長時間さらされることにより発症します。梅雨明けで急に暑くなる日は、体温が暑さに慣
れていないため要注意です。
　夏の猛暑日も注意が必要です。湿度が高いと体からの汗の蒸発が妨げられ、体温が上昇しやすくなってしまいます。
猛暑のときは、エアコンの効いた室内など、早めに涼しいところに避難しましょう。
３　水分をこまめに補給
　のどが渇く前に水分を補給しましょう。汗には塩分が含まれています。大量の汗をかいたら、水分とともに塩分
も取りましょう。ビールなどアルコールを含む飲料は、かえって体内の水分を出してしまうため、水分の補給には
ならず逆に危険です。高齢者は暑さやのどの渇きを感じにくい傾向がありますので、こまめに水分を補給しましょう。
また、寝る前も忘れずに水分補給しましょう。
４　「おかしい！？」と思ったら病院へ
　熱中症は、めまい、頭痛、吐き気、倦怠感などの症状から、ひどい時には意識を失い、命の危険もあります。「お
かしい」と思ったら、涼しいところに避難し、医療機関に相談しましょう。
５　周りの人にも気配りを
　自分のことだけでなく、近所で声を掛け合うなど、周りの人の体調にも気を配りましょう。スポーツ等の行事を
実施するときは、気温や参加者の体調を考慮して熱中症を防ぎましょう。



67



















































平成25年７月1日号

　

市
で
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
、
申
告
を
お
願
い

す
る
通
知
を
８
月
中
に
発
送
し
、
申
告
相

談
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

対
象　

① 

前
年
に
市
民
税
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
て
、
今
回
申
告
し
て
い
な
い
人
、

又
は
給
与
支
払
報
告
書（
年
金
も
含
む
）

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

② 

不
動
産
収
入
又
は
報
酬
（
外
交
員
報
酬

含
む
）
等
が
あ
り
、
申
告
を
し
て
い
な

い
人

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
支
払
調
書
等
が
あ
る
場
合
は
、

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
、
そ
ん
な
と
き
に
は
…

　

７
月
か
ら
平
成
25
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

平
成
25
年
度

市
民
税
・
県
民
税
の
課
税

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

免除の所得基準額

対 

象　

本
人
（
学
生
を
除
く
）・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

人
承
認
期
間　

７
月
〜
平
成
26
年
６
月

対 

象　

30
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）

で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
人

承
認
期
間　

７
月
〜
平
成
26
年
６
月

対 

象　

学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
人

承
認
期
間　

４
月
〜
平
成
26
年
３
月

　

申
請
が
遅
れ
て
も
、
免
除
や
若
年
者
納

付
猶
予
は
申
請
年
度
の
７
月
ま
で
、
学
生

納
付
特
例
は
４
月
ま
で
遡
っ
て
承
認
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
日
前
に
生
じ
た
事
故
や

病
気
に
よ
る
障
害
・
死
亡
の
と
き
は
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
年
度
又
は
昨
年
度
に
退
職
（
失
業
）

し
た
場
合
は
、
特
例
で
退
職
者
本
人
の
給

与
所
得
に
つ
い
て
は
審
査
が
不
要
と
な
り

ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
退
職
し
た
場

合
も
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

申 

請
場
所　

市
民
課
年
金
保
険
係
（
市
役

所
１
階
）、
市
民
福
祉
課
市
民
係
（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）

持
参
す
る
も
の　

①
年
金
手
帳　

②
印
鑑

③ 

今
年
度
又
は
昨
年
度
に
失
業
し
た
人
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

④ 

学
生
の
場
合
は
、新
学
年
の
学
生
証（
コ

ピ
ー
可
。
た
だ
し
、
有
効
期
限
が
裏
面

記
載
の
場
合
に
は
表
面
と
裏
面
両
方
の

コ
ピ
ー
）
又
は
在
学
証
明
書

⑤ 

１
月
２
日
以
降
に
本
庄
市
に
転
入
し
た

人
は
、
１
月
１
日
の
住
所
地
で
の
所
得

証
明
書
（
控
除
の
内
訳
が
あ
る
も
の
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

市
民
課
年
金
保
険
係
☎
㉕
１
１
１
４
、

市
民
福
祉
課
市
民
係
☎
72
１
３
３
３
、

熊
谷
年
金
事
務
所
☎
０
４
８―

５
２
２―

５
０
１
２

　

確
定
申
告
書
又
は
給
与
支
払
報
告
書（
年

金
も
含
む
）
に
基
づ
き
、
次
の
①
②
に
該

当
す
る
人
に
、
電
話
又
は
通
知
で
扶
養
の

確
認
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
外
の
人
を
扶
養
し
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
住
所
地
の
市
役
所
な
ど
へ
扶

養
対
象
親
族
の
合
計
所
得
等
の
確
認
を
行

い
ま
す
。

①
重
複
し
て
扶
養
を
と
っ
て
い
る
場
合

※
複
数
の
納
税
義
務
者
が
、
同
一
の
人
を

扶
養
対
象
親
族
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

② 

確
定
申
告
書
又
は
給
与
支
払
報
告
書（
年

金
も
含
む
）
に
扶
養
の
記
載
が
あ
る
が
、

そ
の
扶
養
対
象
親
族
を
特
定
で
き
な
い

場
合

※
確
認
の
結
果
、
扶
養
等
が
取
り
消
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
内
容
等
は
、

本
人
（
普
通
徴
収
の
場
合
）
又
は
勤
務
先

（
特
別
徴
収
の
場
合
）
に
通
知
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

　

ま
た
、
申
告
の
結
果
、
課
税
に
な
る
場

合
な
ど
に
は
、
証
明
書
の
発
行
は
「
税
額

決
定
・
納
税
通
知
書
」
の
発
行
後
に
な
り

ま
す
。
証
明
書
の
発
行
ま
で
に
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

失
業
や
所
得
が
少
な
く
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は
、
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
制
度
を
受
け
た
い
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。　

　

な
お
、
昨
年
度
に
全
額
免
除
又
は
納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
人
（
失
業
等
に
よ
る
免
除
の
特
例
認
定
者
を

除
く
）
で
、
継
続
申
請
を
希
望
し
て
い
る
場
合
は
、
今
年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、
年
金
事

務
所
か
ら
郵
送
さ
れ
る
通
知
で
審
査
結
果
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　免除や納付猶予の承認を受けた期間は、保険料を全額納付
したときに比べ、将来受けとれる年金額が少なくなります。
　免除・納付猶予が承認された期間の保険料は、10年以内で
あれば、古い期間から順に納付が可能です。追納した期間は、
保険料を全額納付した場合と同じ扱いになります。
　なお、承認を受けた年度の翌年度から起算して、３年度目
以降の保険料を追納する場合は、当時の保険料に経過期間に
応じた加算額が上乗せされます。

所　得　基　準　額 月額保険料
（平成25年度）

全額免除・若年者納付猶予 （扶養親族等の数+1）×35万円＋22万円 0円
４ 分 の ３ 免 除  78万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除等 3,760円
半 額 免 除 118万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除等 7,520円
４ 分 の １ 免 除 158万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除等 11,280円
学 生 納 付 特 例 118万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除等 0円

国民年金の
受給資格期間

老齢基礎年金を受けるとき
（全額納付した場合の
年金額と比較した場合）

障害･遺族基礎年金を
受けるとき

全 額 免 除

算入される

年金額に８分の４が反映

保険料納付済期間と
同じ扱い

４ 分 の ３ 免 除 年金額に８分の５が反映
半 額 免 除 年金額に８分の６が反映
４ 分 の １ 免 除 年金額に８分の７が反映

若年者納付猶予・学生納付特例 年金額には反映されない

保険料の追納制度（後払い）について

　

こ
れ
か
ら
申
告
を
す
る
人
で
、
所
得
・

課
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、
申
告
後

に
発
行
し
ま
す
。

所
得
・
課
税
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

申
請
は
お
早
め
に

申
請
方
法

※扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であるときは48万円、特定扶養親族又は控除対象扶養親族
であるときは63万円。（老人扶養親族：70歳以上、特定扶養親族：19歳～ 23歳未満、控除対象扶養親族：16
歳～ 19歳未満）

免除や納付猶予等を受けた期間の取り扱い

※「４分の３免除」「半額免除」「４分の１免除」を受けた場合、納付すべき保険料を納付しないと未納期間となり、
その期間分は追納できません。
※学生の場合は、学生納付特例の規定が優先となります。

市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
相
談
を

行
い
ま
す

扶
養
控
除
の

確
認
を

行
い
ま
す
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

行
動
目
標

① 

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
」

② 

「
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ

う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
」

③ 

「
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地

域
社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を

広
げ
よ
う
」

重
点
事
項

・ 「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に

つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
」

・ 「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推

進
」

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
調
月
間
で
す

平成２５年度幼稚園就園奨励費の
手続きのご案内

★学校教育課☎㉕１１４９

　市では、３～５歳児を幼稚園に通園させている家庭に対し、世帯の市民税額に応じて保育料の一部の補助を
行っています。補助金額（年間）の上限は、下表のとおりです。（年間保育料の合計額が補助限度額以内の場
合は、年間保育料の合計額までの補助となります。）
対象となる家庭　次の①～③をすべて満たしている家庭
　①市内在住
　②市内又は市外の私立幼稚園（学校教育法に基づいて設置された幼稚園）に３～５歳児が通園
　③ 課税状況等が下記の表の区分に該当（平成25年度の住宅借入金特別税額控除適用前の市民税額で審査し

ます。課税額は世帯の合計額です。）
※市民税の申告（所得税の確定申告又は年末調整）がまだ済んでいない世帯は、審査が受けられませんので、
早めに申告を済ませてください。
手 続方法　通園している幼稚園から申請書を保護者に配布します。必要事項を記入のうえ、各幼稚園の提出期
限までに提出してください。なお、平成25年１月２日以降に本庄市へ転入した人は、１月１日現在の住所
地で交付を受けた「平成25年度市町村民税課税証明書」を添付してください。

平成25年度　幼稚園就園奨励費の保育料補助限度額（一人当たり）

区　分

小学校１～３年生までの兄・姉
がいる場合（※） 小学校１～３年生までの兄・姉がいない場合

同一世帯
園児１人目

同一世帯
園児２人目以降

同一世帯
園児１人目

同一世帯
園児２人目

同一世帯
園児３人目以降

非課税世帯
226,000 円

308,000 円

199,200 円 253,000 円

308,000 円

所得割非課税世帯
所得割課税額が下記の
基準①以下の世帯 163,000 円 115,200 円 211,000 円

所得割課税額が下記の
基準②以下の世帯 114,000 円 62,200 円 185,000 円

上記以外の世帯

※小学校１年生から３年生までの兄・姉が２人以上いる場合は、全ての園児について「同一世帯の園児２人目
以降」の区分になります。なお、小学校４年生以上の児童や幼稚園・保育園等に入っていない乳幼児はカウン
トの対象になりません。
（例） 長男が小学校３年生、二男が保育園児、三男が幼稚園児の場合…三男は「同一世帯の園児２人目以降の

区分になります。

日
時　

７
月
20
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ

講
師　

幸
島　

聡　

氏
（
さ
い
た

ま
保
護
観
察
所
長
）

形
式　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
費
用　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

「
地
域
の
チ
カ
ラ
を
育
も
う
！

〜
情
報
連
携
か
ら
行
動
連
携
へ
〜
」

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
期
間
中
、「
青
少
年
非
行
防
止

運
動
」
と
合
わ
せ
て
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

○ 

７
月
12
日
㈮　

市
役
所
・
本
庄

駅
・
ベ
ル
ク
本
庄
店
・
ア
ピ
タ

本
庄
店
・
ビ
バ
ホ
ー
ム
本
庄
店

○ 

７
月
14
日
㈰　

こ
だ
ま
夏
ま
つ

り
会
場

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

　

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
青
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動

推
進
の
た
め
７
月
中
、
愛
の
募
金

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
本
庄
市
更
生
保
護
女
性
会

・ 

本
庄
市
児
玉
町
更
生
保
護
女
性

会
・
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

★ 

社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生

保
護
に
あ
な
た
の
愛
の
手
と

あ
た
た
か
い
心
を
！

平成25年７月1日号

市民税の所得割税額の基準　計算方法
基準①　３４,５００円　　　＋ ２１,３００円×（１６歳未満の扶養親族の人数）
　　　　　　　　　　　　　 ＋ １１,１００円×（１６歳以上１９歳未満の扶養親族の人数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の合計＝基準①
基準②　１７１,６００円　　＋ １９,８００円×（１６歳未満の扶養親族の人数）
　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　７,２００円×（１６歳以上１９歳未満の扶養親族の人数）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の合計＝基準②
※扶養親族の年齢及び人数は平成24年12月31日現在

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
が
、
今
日

の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
違
法
・
有
害

情
報
の
ま
ん
延
を
は
じ
め
、
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
学
校
が
夏
休
み
に
な
る

７
月
か
ら
８
月
は
、
子
ど
も
た
ち

が
非
行
に
陥
り
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
毎
年
７
月

を
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

特
別
強
調
月
間
」
と
定
め
、
市
町

村
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
・
家
庭
・

学
校
・
地
域
住
民
が
連
携
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
青
少
年
の
非
行
根
絶
を
願
う

〜
地
域
ぐ
る
み
で
非
行
を
防
止
し
よ
う
〜

　

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
特
別
強
調
月
間
で
す
！

気
持
ち
を
身
近
な
行
動
に
移
し
、

社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
県
民
と
し
て
の
取
組
】

◎
家
庭
の
役
割

　

 

家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の

育
成

◎
学
校
の
役
割

　

 

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
学

校
の
創
造

◎
地
域
の
役
割

　

 

子
育
て
の
経
験
や
知
恵
を
生
か

し
た
声
か
け

◎
社
会
全
体
の
役
割

　

 

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
環
境

づ
く
り

★ 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

本
庄
事
務
所
☎
㉔
１
１
１
０

昨年の様子
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《
①
②
共
通
》

提
出
方
法　

８
月
２
日
㈮
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
閲
覧
場
所
に
あ

る
公
述
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
又
は
郵
送

（
必
着
）
で
左
記
へ

郵
送
先（
①
②
ど
ち
ら
か
に
郵
送
）

① 

本
庄
市
都
市
計
画
課
（
〒
３
６

７―

８
５
０
１　

所
在
地
記
入

不
要
）

② 

埼
玉
県
都
市
計
画
課
（
〒
３
３

０―

９
３
０
１　

所
在
地
記
入

不
要
）

※
な
お
、
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま

す
。
届
出
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
、

埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
人
当
た
り
の
公
述
時
間

は
、
お
お
む
ね
10
分
以
内
で
す
。

ま
た
、
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

傍
聴
申
込　

８
月
13
日
㈫
か
ら
電

話
又
は
直
接
、
市
都
市
計
画
課

へ
★
埼
玉
県
都
市
計
画
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

５
３
４
１
、
市
都
市

計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

　

四
季
の
里
・
北
堀
・
栗
崎
地
区

で
、
水
道
管
の
布
設
替
え
に
伴
う

仕
切
弁
操
作
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
こ
の
作
業
に
伴
い
、
左

図
の
地
域
で
濁
り
水
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

作
業
時
間
は
、
夜
間
か
ら
明
け

方
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
濁
水
発

生
予
想
範
囲
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
な
る
べ
く
作
業
開
始
時

間
ま
で
に
水
道
水
の
使
用
（
夕
食
、

入
浴
、
洗
濯
等
）
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
日
時　

７
月
16
日
㈫
午
後
10

時
頃
か
ら
17
日
㈬
午
前
３
時
頃

ま
で

濁
水
発
生
予
想
時
間　

７
月
16
日

㈫
午
後
10
時
頃
か
ら
17
日
㈬
午

前
５
時
頃
ま
で

※
作
業
時
間
内
に
水
道
水
を
使
用

す
る
場
合
は
、
念
の
た
め
濁
り
水

等
が
発
生
し
て
い
な
い
か
蛇
口
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

濁
り
水
に
備
え
、
水
道
水
の
く
み

置
き
等
の
対
応
も
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
大
量
の
水
道
水
を
使
用
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
水
道
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
水
道
課
☎
㉒
２
１
５
１

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
、
７
月
４
日
公
示
、

７
月
21
日
投
開
票
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
国
政
上
重
要
な

役
割
を
果
た
す
参
議
院
議
員
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
貴
重
な
１

票
を
無
駄
に
し
な
い
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　
７
月
21
日
㈰　

午
前
７
時
〜

午
後
８
時

日
時　
７
月
21
日
㈰　

午
後
９
時
〜

場
所　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

◎
開
票
速
報
に
つ
い
て

　

開
票
速
報
は
、
午
後
10
時
か
ら

開
票
が
確
定
す
る
ま
で
30
分
ご
と

に
行
い
、
開
票
所
に
掲
示
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
結
果
速

報
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

世
帯
単
位
で
郵
送
し
ま
す
。
ご

自
分
の
投
票
所
を
ご
確
認
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　

投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
・
場
所

①
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

　

７
月
５
日
㈮
〜
20
日
㈯

②
総
合
支
所
仮
庁
舎
第
２
会
議
室

　

７
月
15
日
㈷
〜
20
日
㈯

※
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
①
②
の
ど

ち
ら
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

候
補
者
の
経
歴
、
政
見
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
公
示
日

以
後
の
新
聞
折
込
で
配
布
し
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
役

所
、
総
合
支
所
仮
庁
舎
、
公
民
館

な
ど
に
も
用
意
し
ま
す
。

《
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て
》

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
、
成
年
被
後
見
人
も
投
票
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★ 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
㉕

１
１
８
７

　

埼
玉
県
が
決
定
す
る
次
の
都
市

計
画
の
変
更
案
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

 

①
本
庄
都
市
計
画
公
聴
会

日
時　

８
月
27
日
㈫　

午
前
10
時

30
分
〜

場
所　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容　

本
庄
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
変
更
・
本
庄
都
市
計

画
区
域
区
分
の
変
更

 

都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
（
原

 

案
）
の
閲
覧

日
時　

７
月
19
日
㈮
〜
８
月
２
日

㈮
（
土
・
日
を
除
く
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県

都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本
庄
県

土
整
備
事
務
所

内
容　

本
庄
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
変
更
原
案
・
本
庄
都

市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
原
案

※
変
更
原
案
は
、
埼
玉
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
toshikeikakunosintyoku/

）
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

②
児
玉
都
市
計
画
公
聴
会

日
時　
８
月
27
日
㈫　

午
後
３
時
〜

場
所　

セ
ル
デ
ィ
大
会
議
室

内
容　

児
玉
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
変
更

 

都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
（
原

 
案
）
の
閲
覧

日
時　

７
月
19
日
㈮
〜
８
月
２
日

㈮
（
土
・
日
を
除
く
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

市
都
市
計
画
課
、
美
里
町

建
設
環
境
課
、
神
川
町
建
設
課
、

上
里
町
ま
ち
整
備
環
境
課
、
埼

玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
本

庄
県
土
整
備
事
務
所

内
容　

児
玉
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
の
変
更
原
案

※
変
更
原
案
は
、
埼
玉
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

 

公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

 

る
こ
と
）
の
申
し
出

①
本
庄
都
市
計
画
公
聴
会

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
及
び
法
人

②
児
玉
都
市
計
画
公
聴
会

対
象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
に
住
所

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

水
道
管
の
仕
切
弁
操
作
に
よ
る
濁
水
発
生
の
お
知
ら
せ

投
票

投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票

選
挙
公
報

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

耐
震
改
修
の
補
助
金
の
交
付
を

請
求
で
き
る
人

補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修

・
建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建

築
士
が
耐
震
改
修
設
計
を
行
う

こ
と

・
耐
震
改
修
の
設
計
図
は
、
耐
震

改
修
実
施
後
の
耐
震
診
断
で
所

定
の
構
造
強
度
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の

・
耐
震
改
修
工
事
の
工
事
監
理
及

び
現
場
検
査
を
建
築
士
事
務
所

に
所
属
す
る
建
築
士
が
行
う
こ

と
補
助
金
額

　

 

耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

の
15
・
２
％
（
上
限
20
万
円
）

★
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０

地
震
の
と
き
、あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
の
建
築
基

準
法
改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
を
行
う
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
居

住
者
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
補
助

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
業
者
と

の
契
約
と
、
工
事
等
を
行
う
前
に

所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

耐
震
診
断
補
助
金交

付
制
度

対
象
建
築
物

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

に
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住

宅
、
又
は
店
舗
部
分
が
２
分
の

１
未
満
の
併
用
住
宅

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増

改
築
を
し
て
い
な
い

・
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下

・
耐
震
診
断
の
補
助
対
象
者
本
人

又
は
１
親
等
以
内
の
親
族
が
所

有
し
て
い
る

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

耐
震
診
断
の
補
助
金
の
交
付
を

請
求
で
き
る
人

補
助
金
額

　

耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

耐
震
改
修
補
助
金交

付
制
度

対
象
建
築
物

・
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度
の

対
象
建
築
物
に
該
当
し
た
建
築

物
・
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

た
建
築
物

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

開
票

作業箇所

濁水発生予想範囲
　※ あくまでも予想範囲のため、予想範囲外の地域で濁水

が発生する可能性もありますのでご注意ください。
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目
標
の
お
店
を
１
か
所
決
め
て
、

週
１
回
く
ら
い
お
出
か
け
し
ま
す
。

楽
し
く
お
買
い
物
を
し
、
お
店
で

押
し
て
も
ら
う
ス
タ
ン
プ
が
10
個

貯
ま
っ
た
ら
、
特
典
を
も
ら
え
ま

す
。
ま
た
、
登
録
店
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

参
加
方
法　

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介

護
い
き
が
い
課（
市
役
所
１
階
）

又
は
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所

仮
庁
舎
）
で
カ
ー
ド
と
登
録
店

の
一
覧
表
を
受
け
取
り
、
登
録

店
を
１
か
所
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
そ
の
登
録
店
で
買
物
な
ど
を
す

る
と
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

え
ま
す
。

③
３
か
月
以
内
に
10
個
ス
タ
ン
プ

が
貯
ま
っ
た
ら
、
そ
の
登
録
店

か
ら
特
典
を
も
ら
え
ま
す
。

※
登
録
店
に
は
、
特
典
内
容
が
記

載
さ
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー

が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す

ふれあいの里いずみ亭・観光農業センターの

指定管理者を募集します
　市では、公の施設の管理に指定管理者制度を導入しています。このたび、本庄市ふれあいの里いずみ亭・本
庄市観光農業センターの２施設について、管理運営する団体を募集します。
　詳しくは、農政課（市役所４階）で配布している募集要項等をご覧ください。

★農政課☎㉕１１７６

７
月
１
日
か
ら
コ
バ
ト
ン
お
達
者

倶
楽
部
〜
外
出
で
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
〜
が
ス
タ
ー
ト

　昨年７月から今年３月まで行われた本庄東中学校の校舎建設に伴う発
掘調査で、完全な形としては日本初、破片を含む出土点数もこれまでの
最多であった大阪府舟橋遺跡の23点を大幅に上回る110点の「ガラス小
玉鋳型」が薬師堂東遺跡から出土しました。
　ガラス小玉鋳型は７世紀前半の飛鳥時代のもので、完形品は、直径約
14㎝、厚さ約１cm、型穴は161孔あります。（右写真参照）

期
間　

７
月
15
日
㈷
〜
24
日
㈬

本
庄
市
重
点
目
標

○
高
齢
者
と
自
転
車
の
事
故
防
止

埼
玉
県
統
一
目
標

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

日本初の完形品・点数も全国一の

①ふれあいの里いずみ亭

②観光農業センター

施設の概要
所在 地 児玉町河内209番地1
設 置 時 期 平成16年４月

建 物 概 要

構造　木造平屋建（２棟）　
敷地面積　2,597.16㎡
建物面積　交流施設　178.86㎡
　　　　　倉庫棟　　 70.38㎡
施設内容　食堂、厨房、乾燥室等

そ の 他 埼玉県特別栽培農産物利用店

施設の概要
所在 地 児玉町小平653番地
設 置 時 期 平成４年４月

建 物 概 要

構造：木造瓦葺２階建
延床面積：248.43㎡
施 設内容：展示・休憩コーナー、
　手作体験室、直売所ほか

○ 
飲
酒
運
転
の
根
絶
及
び
路
上
寝

込
み
等
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　

７
月
20
日
㈯
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

　

交
通
安
全
を
心
が
け
、
楽
し
い

夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

宅
地
分
譲
を
実
施
し
ま
す

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
）
は
、
本
庄
早

稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
い
て
、
個
人
の
購
入
者
向
け

住
宅
用
地
の
公
募
（
第
３
次
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受 

付
期
間　

７
月
20
日
㈯
〜
28
日

㈰　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時
（
た
だ
し
、
28
日

㈰
は
正
午
ま
で
）

公 

開
抽
選
日
時　

７
月
28
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
（
予
定
）

募
集
画
地
数　

10
画
地

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
本
庄
都
市
開
発

事
務
所
☎
㉓
４
７
０
０

平
成
25
年
度
中
に
住
宅
を
建
設
予
定
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
25
年
度
中
に
消
費
税
法
が

改
正
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
今
秋
以
降
に
住
宅
建

設
件
数
の
大
幅
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

建
設
予
定
地
が
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
の
範
囲
内
の
と
き
は
、
発
掘

調
査
等
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
調
査
等
で
希
望
の
期
日

に
着
工
で
き
ず
、
完
成
日
が
消
費

税
法
改
正
後
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
建
設
を
予
定
し
て
い
る
人

は
、
早
め
に
建
設
業
者
又
は
設
計

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
文
化
財
保
護
課
☎
㉕
１
１
８
５

　ガラス小玉鋳型は、直径3～ 5㎜のガラス小玉（ビーズ玉）を製作するための鋳型です。
　鋳型は、良質の粘土を焼いた円形で、上面にガラスを溶かして小玉をつくるための小孔（型孔）が
開いています。型孔の中心には、ガラス小玉の紐通し孔を確保するための小さな芯立て孔が開けられ
下面まで貫通しています。型孔の中心に芯を立てガラス粉を型孔に流し入れ、窯で溶かしてガラス小
玉を作っていたと考えられます。
　ガラス小玉は、孔に紐を通して装飾品として使われていたと考えられています。

ガラス小玉鋳型ってなに？

　薬師堂東遺跡からは、古墳時代から奈良・平安時代の竪穴式住居
跡約300軒と、ガラス小玉鋳型のほか、土師器、須恵器、ガラス製
品、石製品、土製品、獣骨、貝類などがみつかりました。
　ガラス小玉の出土点数の多さから、この遺跡の近くにガラス小玉
の生産工房があったと推測されます。

▲ガラス小玉鋳型が出土した薬師堂東遺跡（本庄東中学校校庭）

　山村地域の地域振興と交流のために整備した「本庄市ふれあいの里いずみ亭」を管理運営する指定管理者（団
体等）を募集します。
指定管理者の行う業務
・地域資源「そば」を中心とした生産振興活動　・地域資源を利用した体験交流事業
・地域の農林水産物の加工及び販売　・総合的な施設の管理運営
指定期間　平成26年４月１日～平成31年３月31日（５年間）

　観光農業の振興とふれあい交流施設として整備した「本庄市観光農業センター」を、管理運営する指定管理
者（団体等）を募集します。
指定管理者の行う業務
・センター及びバーベキュー施設の維持管理及び受付　・農産物と物産品の販売
・農業に関する体験の場の提供
指定期間　平成26年４月１日～平成29年３月31日（３年間）

《①②共通》
受付期間　８月５日㈪～23日㈮（土・日を除く）午前９時～正午、午後１時～４時30分
募集要項等の配布期間　７月８日㈪～19日㈮
募集要項の配布場所・申請書の提出先　農政課
※申請は持参に限ります。また、書類の確認を行いますので、事前に電話のうえ、お越しください。
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★ ８月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。７月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは７月12日㈮必着です。

掲載希望や掲載申し込みは、
秘書広報課（☎㉕1155）へ

井
い

田
だ

　菜
な

々
な

音
ね

ちゃん（児玉町高関）
〈平成24年生まれ〉

井
い

出
で

　瑠
る

愛
あ

ちゃん（新井）
〈平成24年生まれ〉

ナナちゃん１歳
おめでとう生
まれてきてくれ
てありがとう。
このまま元気に
育ってネ！

１歳オメデトウ！
暴れん坊で元気
な瑠愛が大好き
だよ！生まれて
きてくれてあり
がとう

小
お

野
の

　瑞
みず

希
き

ちゃん（柏１丁目）
〈平成23年生まれ〉

上
うえ

原
はら

　美
み

鈴
すず

ちゃん（児玉町児玉）
〈平成24年生まれ〉

１歳のお誕生日
おめでとう♪か
わいい笑顔あり
がとう！これか
らも元気に育っ
てね。

２歳おめでとう。
いつもやんちゃ
な瑞希に目が離
せないよ。これ
からも元気に育っ
てね。

亀
かめ

田
だ

　侑
ゆう

奈
な

ちゃん（小島１丁目）
〈平成24年生まれ〉

みんなのアイド
ルの侑奈ちゃん。
これからも兄妹
なかよくね。１
歳おめでとう!!

金
かね

子
こ

　実
み

鈴
すず

ちゃん（駅南１丁目）
〈平成24年生まれ〉

にっこりみすちゃ
ん、１歳おめで
とう。健やかな
成長を願ってい
ます！

でんごん広場 　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

本庄市児玉郡合唱連盟
コーラスサマーコンサート
日時　８月11日㈰
　　　午後２時～４時30分
場所　市役所１階市民ホール
費用　無料
※事前の申し込みは不要です。
問い合わせ　小浦方☎㉔２２１０

フラダンス無料体験
日時　７月13日㈯
　　　午前11時～正午
場所　セルディ
費用　無料　定員　10人
用意　飲み物
申込　7月12日㈮までに下記へ
問い合わせ
　石井☎090-3253-2488

蓮美会歌謡クラブ
日時　毎月第１・３木曜日
　　　午後１時～４時
場所　旭公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ
　古川☎080-6578-9221

NPO法人本庄ファンクラブ
対象　本庄が好きな人
活 動内容　本庄の良さを知っても
らうため、本庄の魅力をHPや
イベント等でPRしています。

費用　年会費　個人 1,000円
　　　団体・法人　10,000円
問い合わせ
　倉林☎090-9975-1700

本庄パソコン勉強会
日時　毎週月曜日
　　　午前９時30分～正午
場所　中央公民館
内容　facebookなど
費用　無料
問い合わせ　大沢☎㉒4261
　３bistro-honjyo
　@cpost.pcaca.or.jp

募募

行

南着物着付クラブ
日時　毎月第１・３金曜日
　　　午前10時～正午
場所　本庄南公民館
費用　月会費2,500円
問い合わせ　井上☎㉔1193

募

行

募

　アルティメットという競技は、まだ日本で
はそれほど馴染みのないスポーツですが、こ
の世界大会での日本の躍進をきっかけとして、
国内での認知度を上げていけるよう代表選手
として全力でプレーしたいと思っています。
　応援よろしくお願いします。

　めでたく１００歳を迎えられた児玉
町吉田林の出牛ヨ子さん（大正２年５
月22日生まれ）に、吉田市長からお
祝いの「寿状」が贈られました。

～ 人 物 紹 介 ～

　「精進」を胸に大好き
な柔道一筋でやってきま
した。恩師や仲間たち、
教え子など多くの出会い
に恵まれ、支えられてい
ます。まだまだ柔道に対
する夢は尽きません。

　アルティメットは、100ｍ×37ｍのコート内を１チーム７人の２
チームがディスクをパスしながら運び、ポイントを競うフライング
ディスク競技の一種です。
　鈴木さんは、高校までサッカー部に所属。平成22年に獨協大学入
学とともにフライングディスク部ＷＡＦＴへ入部し競技を始めました。
　７月22日から28日にカナダ・トロントで開催される「ＷＦＤＦ
2013世界Ｕ-23アルティメット選手権大会」に日本代表選手として
出場します。優勝目指してがんばってください！

世界Ｕ―23

アルティメット選手権大会に出場！

Ｕ-23日本代表
鈴木 雄大 さん（児玉町八幡山）

　憧れの柔道を高校入学から始めた髙栁さんの柔
道人生は、すでに半世紀を超えています。母校の
児玉高校で34年間、柔道部の顧問として指導。定
年退職後の現在も本庄東高等学校柔道部師範とし
て、日々後進の指導にあたっています。
　このたび、髙栁さんのこれまでの精進と、長年
の功績により、柔道を志す人の目標でもある「八段」
に昇段されました。

埼玉県柔道連盟理事長
児玉郡市柔道連盟会長
髙栁 和夫 さん（仁手）

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫一般公開

　平成23年まで、レンガ造りの洋菓子店として長く親しまれてきた旧本庄商業銀行煉瓦倉庫は、本庄町最初
の銀行として設立された本庄商業銀行の繭蔵として明治29年に建築されました。今回、「旧本庄商業銀行煉
瓦倉庫と本庄のあゆみ」と題した建物内部の一般公開と企画展示が開催され、大勢の見学者が訪れました。
　２日午後には「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の保存・活用を考える」シンポジウムが市役所で開催され、煉瓦
倉庫の歴史的価値や活用方法などの基調報告、パネルディスカッションなどが行われました。

　児玉町太駄中地内の土砂災害警戒区域を対象に、避難所の
セルディでさまざまな防災訓練が行われました。

▲竹と毛布で
　簡易担架を作成

水消火器の使い方訓練 ▼

内部１階
（市民カメラマン竹内美江さん撮影）

内部２階 外観

6/1・6/2 

土砂災害に対する全国統一防災訓練を実施6/2 

　会員募集や行事案内に『でんごん広場』
をご利用ください。
申込方法
　掲載依頼書を秘書広報課広報広聴係
（市役所３階）に提出してください。
○ 応募多数の場合は抽選させていただき
ます。
○ 掲載依頼書は、秘書広報課広報広聴係・
市内各公民館・シルクドーム・市ホー
ムページで配布しています。
○ 公民館登録クラブは登録公民館を、体
育施設登録団体は体育課を経由してく
ださい。

ＰＲしませんか？自分た
ちの活動を  
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平
成
24
年
度
の
投
稿
総
数
は
、

２
５
３
通
。
そ
の
う
ち
匿
名
の
も

の
や
回
答
を
希
望
し
な
い
も
の
、

急
を
要
す
る
な
ど
の
判
断
で
担
当

課
が
対
応
し
た
結
果
、
回
答
不
要

と
な
っ
た
も
の
等
を
除
く
１
２
１

通
に
つ
い
て
文
書
で
回
答
し
ま
し

た
。
同
意
が
あ
っ
た
も
の
80
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
公
開
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
匿
名
で
の
投
稿
に
も

市
長
が
す
べ
て
に
目
を
通
し
、
担

当
部
署
に
回
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

郵 

便　

左
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
封

筒
の
形
に
折
り
込
み
、
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙

は
市
役
所
総
合
案
内
や
図
書
館
・

公
民
館
等
に
も
用
意
し
て
い
ま

す
。）

イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
市

長
の
部
屋
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

フ
ォ
ー
ム
に
し
た
が
っ
て
入
力

し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

フ 

ァ
ッ
ク
ス　

番
号
は
、
Ｆ

㉑
８

４
９
９
で
す
。
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
等
を
記
入
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
市
長
あ
て
に
、
市

政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案
等
を
手
紙
や
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
市
と
し
て
の
公
式
な
回
答
を
作
成
し
、
市
政
運
営
や
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
制
度
で
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、

市
長
が
直
接
拝
見
し
、
担
当
部
局
と
調
整
・
検
討
の
う
え
、
回
答
し

ま
す
。
身
近
な
要
望
か
ら
市
の
事
業
へ
の
提
案
な
ど
、
今
後
も
た
く

さ
ん
の
お
手
紙
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成２４年度 市長への手紙…総数２５３通

★秘書広報課　☎㉕１１５５

◎平成24年度「市長への手紙」の内訳

　 郵便 電子メール 計
回答したもの 59 62 121
各課対応 26 15 41
匿名 10 51 61
その他 14 16 30

計 109 144 253
※その他は、回答を希望しないもの、内容がこの
制度の主旨に合わないもの等です。

◎回答の内訳

電子メール

④回答（郵便）

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
次
の

よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す

都 市 基 盤 17 本庄早稲田駅、道路、歩道など

福祉・医療 22 医療費、児童扶養手当、学童保育など

教育・文化 14 体育施設、図書館など

まちづくり 15 循環バス、旧本庄商業銀行煉瓦倉庫など

産業・経済 7 施設誘致、祭りなど

生 活 環 境 17 資源ごみ、がれき、犬のふんなど

そ の 他 29 職員対応、市税など

計 121

たくさんのご意見・ご提案ありがとうございました

（旧本庄商業銀行煉瓦倉庫）

19

一部ですが、広報紙でも要約してお知らせします

本庄早稲田駅西側駐輪場が
　混雑していることについて

　　４月より西側の駐輪場が満杯です。通路に
駐輪されると出し入れが困難になりますし、歩
道に止められると歩行者の邪魔になります。

Q

　　本庄早稲田駅には、本市がJRから用地を借
用し整備した自転車駐車場が、駅西側（自転車
53台、バイク11台）と駅東側（自転車194台、
バイク41台）の２箇所あります。
　現在、駅西側が混雑していますが、駅東側は
比較的空いています。
　市では週３日整理員を配置し、朝６時30分
から８時30分まで指導、整理を行い、駅西側
が満車の場合は駅東側をご利用いただくようお
願いをしているところです。
　しかし駅西側では、整理員が不在の時間帯に
おいて、通路や歩道など指定場所以外への駐車
が見受けられます。
　今回、整理員不在時の対応として、駅西側駐
輪所の柱やフェンスに案内板の取り付けをいた
しました。また今後、整理員による指導、整理
を徹底するとともに駅東側自転車駐車場への誘
導を行ってまいります。
（平成25年５月９日回答）

Ａ

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の
活用について

　　「広報ほんじょう１月号」の市長コラム「し
んげの一言メッセージ」を拝見しました。旧本
庄商業銀行煉瓦倉庫（旧ローヤル洋菓子店）に
ついて一市民として要望します。耐震補強を施
し、中山道沿いなので中山道の宿場町本庄宿の
資料館として、また本庄の観光名所の一つとし
て整備、公開してほしいと思います。

Q

　　この建物に関する早稲田大学創造理工学部
建築学科の４つの研究室合同のプロジェクト
チームの調査結果では、南北に長い壁面や二階
の床の強度不足があるものの、鉄骨フレームに
よる補強方法により耐震基準を満たすことがで
き、内部活用も可能との結論が示されています。
私自身もこの結論につきまして大変喜ばしく感
じておりますとともに、この建物が持つ地域活
性化に資する可能性について大きな期待を持っ
ております。
　一方で、この建物は明治29年８月に建設さ
れてから116年が経過しており、内部活用に向
けては、建築法規上の課題など様々な問題を解
決していかなければならないことも想定されま
す。
　これから市民の皆様のご意見をいただきなが
ら、問題の一つ一つを解決し、また、財源など
も勘案して、地域活性化により役立つような活
用方法を検討してまいりたいと考えております。
（平成25年１月29日回答）

Ａ

　市内で活動している団体・グルー
プのみなさんから市長が直接お話
をお聞きし、市政に活かすため、「市
民と市長の対話集会」を行ってい
ます。
　市の現状や課題等についてスライドなどを用
い、市長からご説明します。日程等は調節しま
すので、お気軽にお問い合わせください。

※煉瓦倉庫の保存・活用を考えるシンポジウムには
たくさんの人が参加しました。（６月２日）

※申込書は秘書広報課（市役所３階）にあります。
また、市ホームページの「市長の部屋」からもダウ
ンロードできます。

「市長への手紙」の回答は、市ホームページ「市長の部屋」で公開しています

平成25年７月1日号

団体・グループのみなさん
市長と気軽に話をしてみませんか！？
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＊封筒の形に切り取り、中央を折ってからのりしろ
　部分を封筒の外側に貼り付けてください。

差出有効期限
平成26年12月
31日まで (

受
取
人)
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し
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さ
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解

市長への手紙の出し方
　裏面への記入が済みましたら、線に
沿って封筒の形に切り取り、中央を折っ
てからのりしろ部分にのりを付け、封筒
の形に仕上げて切手を貼らずにお出しく
ださい。

裏面への記入にあたって

①あなたのご意見と差出人欄に、必要事項をご記
入ください。
②手紙の公開について
　お寄せいただいたご意見とその回答を公開する
ことにより、市民のみなさんとさまざまな問題
を共有できるようになります。公開は、主に市の
ホームページ（一部広報紙）で行います。

※匿名の場合は、公開の対象にはなりません。
　公開にあたっては、本人又は関係者等のプライ
バシーが侵害されることのないよう、住所・氏名
や個人が特定される情報等は、掲載しません。
　お手紙の内容を公開してほしくない場合には、
記載欄の下段の“いいえ”を○で囲んでください。

※この専用封筒の差出有効期間は、平成26年12月
31日までです。有効期間内は、切手を貼らずに出
すことができます。

回答について

　いただいたご意見につきましては、できるだけ
回答しますが、次の場合には原則として回答しま
せん。

①氏名・住所が不明なもの
②特定の個人や団体等を侮辱又は誹

ひ

謗
ぼう

中傷したもの
③営利企業等の宣伝又はこれに類するもの
④担当職員が直接お会いし、もしくは、お電話等
で説明したことにより、ご理解をいただいたと
思われるもの
⑤「市長への手紙」の趣旨から外れた内容のもの、
又は、手紙の内容の意味や意図が不明なもの

★お問い合わせ先　
　〒367-8501　本庄市本庄３丁目５番３号
　本庄市役所企画財政部秘書広報課広報広聴係
　電話２５－１１５５（直）

切
り
取
り
線



切
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平成25年７月1日号

あなたの声を市政に！「市長への手紙」
市政に対して感じていることや望むことなどがありましたら、この手紙に書いてお寄せください。

（差出人）

私の提言・意見（　　　　　　　　　　　　　　　）について

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

（本文）

○ 回答を希望しますか。
　 ・希望します
　 ・希望しません

○ 公開してもよろしいですか。
（個人が特定される情報は掲載しません。また、匿名の場合は公開しません。）

※それぞれどちらかを○で囲んでください。

・はい ・いいえ

住　所

氏　名 電話 （ ）
職　業 年齢 性別 男　・　女歳

本庄市の将来像
い

のち
あなたが活かす、みんなで育む、安全と安心のまち 本庄

～世のため、後のため～



平成25年７月1日号 2021

今月の納税納付［納期限：７月31日㈬］

・固定資産税　２期　・国民健康保険税　１期
・介護保険料　１期　・後期高齢者医療保険料　１期
　口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

市税夜間収納窓口のお知らせ

日時　７月５日㈮・８月５日㈪
　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　　収納課　☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　　☎72１３３３

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通
用口を、総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関を
ご利用ください。

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

７月７日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎35１１１６

７月14日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎㉒３３４３

７月15日㈷ 中 沢 皮 膚 科 東台２丁目 ☎㉒１１１２

７月21日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎㉑６２１１

７月28日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎33０６００

８月４日㈰ 根 岸 医 院 児玉町児玉 ☎72００７１

平成25年度　児玉郡市広域市町村圏組合職員採用試験

●試験区分　消防職員（一般・救急救命士）　　
●採用予定人数　４人程度
●受験資格
①消防職員（一般） 
・昭和63年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
②消防職員（救急救命士）
・ 救急救命士の資格を有する人又は申込日において、すでに救
急救命士国家試験に合格し、平成26年３月31日までに資格を
取得する見込みの人で、昭和58年４月２日以降に生まれた人
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
 ・日本国籍を有しない人
 ・ 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条に規定する
欠格条項に該当する人

●試験日
〈一次試験〉９月22日㈰
　教養試験（高卒程度）・消防適性検査・作文試験
〈二次試験〉10月下旬を予定　（一次試験合格者が対象）
　体力試験・集団討論面接試験
〈三次試験〉11月上旬を予定　（二次試験合格者が対象）
　個人面接試験
・身体検査　11月下旬を予定（成績上位者が対象）

●申込
　 ７月29日㈪から８月２日㈮までに、申
込書に必要事項を自筆で記入し、受験者
本人が提出（救急救命士での受験を希望
する場合は、受験資格を満たす書類を持
参）

※申込書は、児玉郡市広域市町村圏組合総
務課で配布します。郵送による請求の場合
は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」
と朱書きし、返信用封筒（Ａ４版が入る封
筒に宛名を記入し、１４０円切手を貼付）
を同封してください。

●申込書の請求・申し込み・お問い合わせ先
　〒３６７－０２０４　
　児玉町蛭川９１５－１　
　児玉郡市広域市町村圏組合
　総務課管理係　☎72２２４１

職場の防火対策、万全ですか？

　学校、病院、工場、事業所、店舗その他多数の人が出入りし、
勤務し、又は居住する建物（収容される者の数が、不特定の人を
収容する建物は30人以上、社会福祉施設等は10人以上、その他
の建物は50人以上）には、消防法で定める資格を有する防火管
理者を置かなければなりません。
　この資格を取得するための講習会を、次のとおり開催します。

● 日時　７月17日㈬・18日㈭　全２回
　　　　午前９時30分～午後４時50分
●会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
●定員　１００人（先着順）　●費用　４，０００円（教材費）
●申込　 ７月１日㈪から、申込書に必要事項を記入し、証明写真

（縦２.５㎝×横２.０㎝）を添付のうえ提出

　児玉郡市広域消防本部では、初期消火
態勢の体得と操作技術の習得を目的に、
事業所による屋内消火栓操法大会を開催
します。
　この大会に参加する事業所を募集しま
す。また、見学は自由です。ぜひご覧く
ださい。

●日時　10月７日㈪　午後１時～
●会場　セルディ駐車場
●費用　無料
●申込　 ８月５日㈪までに、申込書に必

要事項を記入して提出

甲種防火管理者資格取得講習会を開催 第27回 自衛消防隊
屋内消火栓操法大会を開催

※申込書は、児玉郡市広域消防本部及び各消防署で配布します。また、児玉郡市広域市町村圏組合
ホームページ（http://www.kodamakouiki.jp）からもダウンロードできます。
●申し込み・お問い合わせ先　　　児玉郡市広域消防本部予防課　☎72４６５４

　6月第1週分（6月1日～ 7日）、第2週分（6月8日～
14日）の放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出で
した。
★ 教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、本
庄上里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施し
ています。市内で採取した荒茶浸出液（飲用状態の検査、
判明日6月3日、5日、6日）、タマネギ、ニンニク（判
明日6月6日）、ズッキーニ、ジャガイモ（判明日6月
13日）の放射性セシウムは、全て基準値を下回りました。
★農政課☎㉕1177

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

期間　平成26年３月31日㈪まで（各業務時間内）
場 所　①市役所１階市民ホール　②市民福祉課（総合
支所仮庁舎）　③本庄市社会福祉協議会　④セルディ
⑤シルクドーム　⑥水道庁舎
※募金は、現金に限らせていただきます。なお、領収
書が必要な場合は、①～③にお越しください。
★ 社会福祉課☎㉕1142、本庄市社会福祉協議会☎㉔
2755

― 東日本大震災の義援金を受け付けています ―

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組
合からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

１日㈪・８日㈪・16日㈫・22日㈪・29日㈪・８月５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

１日㈪・８日㈪・16日㈫・22日㈪・29日㈪・８月５日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

４日㈭～７日㈰、30日㈫～８月４日㈰
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

本
庄
総
合
公
園
修
景
池
の
蓮

の
花
が
見
頃
で
す

保
育
所
（
園
）
保
育
料
滞
納
者
に

対
し
て
差
押
え
を
実
施
し
ま
す

非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
を
開
催

「
夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　今回制定された本市の条例では、まず空き家等の管
理者に対して適正な管理を義務付けました。その上で、
管理不全と思われる空き家等があった場合、市は調査
を行い、明らかに管理不全と認められれば所有者に通
知し、所有者の責任において補修、あるいは解体して
更地に、あるいは雑草除去などを行って危険のない状
態にするなど、必要な措置について指導、勧告を行う
ものと定めました。なお、所有者不明で特に危険性の
ある空き家等については市が必要最低限の応急措置を
講じ、また事情により手続き等が困難な人については、
所有者の費用負担を前提に、市が必要な措置を代行す
ることも出来るようにしました。そして、市の指導や
勧告に応じない所有者には、期限を決めて必要な措置
を命令し、さらにその命令に従わないときは所有者の
氏名の公表などのペナルティを課すことになります。
　防災、防犯、衛生面など市民の安全・安心、さらに
は景観の美化保全を、この条例制定により推進してま
いりたいと考えます。皆様のご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

　市では、この度、「本庄市空き家等の適正管理に関す
る条例」を市議会の同意をいただき制定しました。こ
の条例は10月から施行されます。
　市内には、老朽化し管理不全と思われる空き家や、
雑草の繁茂した管理不全の空き地が数多く存在します。
これまで、市役所に市民の皆様から「不審者が侵入す
るのでは」「火災の恐れがある」「倒壊しそうで危険」「景
観を損ねており見苦しい」などの苦情相談がたびたび
寄せられていました。昨年10月に市が実施した「空き
地・空き家の状況把握に関するアンケート調査」にお
いても、６割の市民の皆様が近所に空き家・空き地（以
下「空き家等」と表記）があると回答し、そのうち６
割を超える人がその状態に問題を感じていると回答さ
れています。多くの市民の皆様が空き家等の問題を深
刻に受け止めておられることが改めて裏付けられました。
　日本全体が人口減少となる中、各地でこのような管
理不全の空き家等が増加することが懸念されています。

「
本
庄
市
地
域
防
災
計
画
（
改
定

案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
発
売

寄
せ
ら
れ
た
意
見　

５
件

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え

方
は
、
危
機
管
理
課
（
市
役
所
３

　

こ
の
蓮
は｢

大
使
蓮｣

と
い
い
、

１
９
９
７
年
に
日
中
友
好
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
中
国
か
ら
贈
ら
れ

た
種
類
で
す
。

　

蓮
の
花
は
早
朝
に
開
花
し
、
夕

方
に
は
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

修
景
池
一
面
に
、
ピ
ン
ク
色
の
花

が
咲
き
乱
れ
る
様
は
圧
巻
で
す
。

　

８
月
下
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
７

 　
「
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
５
億
円
。」
１
等
・
３
億

円
×
26
本
。
前
後
賞
各
１
億
円
×

52
本
。
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
と
同

時
発
売
で
す
。

発 

売
期
間　

７
月
10
日
㈬
〜
８
月

２
日
㈮

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

★ 

（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興

協
会
☎
０
４
８―

８
２
２―

５

０
０
４

　

セ
ル
デ
ィ（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
）
は
、
８
月
12
日
㈪
を
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
と
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

　

子
ど
も
を
保
育
所
（
園
）
に
預

け
た
保
護
者
は
、
前
年
の
世
帯
の

所
得
税
等
に
よ
り
決
定
し
た
保
育

料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
保
育
所
（
園
）
保
育

「
第
43
回
ピ
ア
ノ
試
弾
会
」
を
開
催

日
時　

８
月
６
日
㈫
〜
11
日
㈰　

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
演
奏
は
、
１
人
に
つ
き
１
時
間

ま
で
で
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ

定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

応 

募
資
格　

ピ
ア
ノ
演
奏
の
好
き

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
へ
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
、

次
の
と
お
り
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。

日 

時　

７
月
３
日
㈬
〜
10
日
㈬　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
４

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
工
作
教
室
」

を
開
催

日 

時　
７
月
21
日
㈰　

午
後
２
時
〜

５
時

※
受
付
開
始
は
、
午
後
１
時
40
分

か
ら

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師　

大
澤　

誠　

氏
（
大
井
戸

診
療
所
院
長
）

演 

題　

認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

内 

容　

人
口
21
万
人
、
高
齢
化
率

21
％
、
推
定
認
知
症
高
齢
者
数

４
、
４
０
０
人
の
伊
勢
崎
市
で
、

認
知
症
の
診
断
と
治
療
を
比
較
的

専
門
と
す
る
医
療
機
関
を
中
心
に
、

発
足
し
た
『
伊
勢
崎
認
知
症
の
医

療
と
ケ
ア
を
考
え
る
会
』
の
活
動

内
容

他 

演
者

　

・ 

中
山　

典
明　

氏
（
大
里
地

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
紙
ね
ん
ど
で

パ
フ
ェ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
23
日
㈫　
午
前
10
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
当
日
集
金
）

※
当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
来
て
く
だ
さ
い
。

申 

込　

７
月
13
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

階
）
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、７
月
31
日
㈬
ま
で
総
務
課（
総

合
支
所
仮
庁
舎
）、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

　

埼
玉
県
で
は
、
冷
房
の
使
用
に

よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が
増

大
す
る
夏
に
、
省
エ
ネ
で
地
球
温

暖
化
防
止
を
呼
び
掛
け
る
「
夏
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で

一
日
省
エ
ネ
生
活
に
取
り
組
む

「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
埼
玉
２
０

１
３
（
夏
）」
と
、
７
月
と
８
月
の

家
庭
の
電
気
と
ガ
ス
の
使
用
量
の

削
減
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
家
庭

の
電
気
・
ガ
ス
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
用
紙
は
エ
コ

タ
ウ
ン
推
進
室
（
市
役
所
４
階
）

及
び
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
仮

庁
舎
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
も
無
理
の
な
い
節
電
・

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

★ 

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

３
０
３
８

料
の
支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
納
付
に
応
じ
な
い
滞
納

者
に
対
し
て
、
差
押
え
等
滞
納
処

分
を
前
提
と
し
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
、
自
主
納
付
に

応
じ
な
い
場
合
は
差
押
え
等
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

★ 

子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
２
８
、

債
権
回
収
対
策
室
☎
㉕
１
１
８

８

な
人

※
中
学
生
ま
で
は
、
保
護
者
又
は

代
理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

申 

込　

７
月
29
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

域
認
知
症
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
推
進
会
議
副
代
表
幹
事
）

　

・ 

認
知
症
と
あ
ゆ
む
熊
谷
家
族

の
会
会
員

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

定 

員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

７
月
16
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）
を
記
入
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク

ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

お
知
ら
せ

催　

し

管理不全な空き家・空き地の課題に取り組みます



（
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告
）
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回 日　程 内　容
① ８月27日㈫ 学校、地域での福祉教育
② ９月４日㈬ ふくしってなあに
③ ９月11日㈬ 視覚障害者体験
④ ９月18日㈬ 認知症の症状や対応など

⑤ ９月25日㈬ 実践に向けて子どもへの
関わり方

種目 受付期間 応募資格 試験日

航 空 学 生
（パイロット） ８月１日㈭～

９月６日㈮

21歳未満の
高校卒業及
び高校卒業
見込みの人

１次　９月21日㈯、２次　10月12日㈯～
17日㈭、３次　海上：11月14日㈭から12月
11日㈬までの指定する1日、航空：11月９日
㈯から12月12日㈭までの指定する６日間

一 般 曹 候 補 生
18歳以上27
歳未満の人

１次　９月16日㈷・17日㈫、２次　10月５
日㈯から11日㈮までの指定する１日

自衛官候補生（男子）　随　　時 受付時にお知らせします

自衛官候補生（女子）８月１日㈭～９月６日㈮ ９月22日㈰から26日㈭までの指定する１日
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

25

市
体
育
協
会
主
催
「
市
民
剣
道

大
会
」
日
程
の
訂
正
に
つ
い
て

本
庄
市
・
上
里
町
・
神
川
町
結
婚

相
談
所
共
催
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

「
真
夏
の
夜
に
素
敵
な
出
会
い
を

見
つ
け
ち
ゃ
お
う
！
」
を
開
催

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
講
演
会
を

開
催

夏
季
資
金
融
資
相
談
会
（
一
日

公
庫
）
を
開
催

「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
オ
モ
シ
ロ

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
開
催

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か

①
特
別
展
「
和
船
大
図
鑑
〜
荒
川

を
つ
な
ぐ
舟
・
ひ
と
・
モ
ノ
〜
」

を
開
催

日 

時　

７
月
13
日
㈯
〜
９
月
１
日

㈰　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
夏

期
開
館
延
長
あ
り
）

内 

容　

荒
川
で
活
躍
し
た「
和
船
」

の
模
型
や
浮
世
絵
の
ほ
か
、
船

大
工
の
道
具
な
ど
も
展
示
・
紹

介
し
ま
す
。

②
か
わ
は
く
夏
ま
つ
り

　

暑
い
夏
は
、
か
わ
は
く
で
遊
ぼ

う
。
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
寄
居
楽
市

の
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日 

時　
７
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

《
①
②
共
通
》

費
用　

無
料

※
入
館
料
（
一
般
４
０
０
円
）
は

必
要
で
す
。

★ 
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４

８―
５
８
１―

７
３
３
３

　

お
茶
の
間
で
お
な
じ
み
の
「
で

ん
じ
ろ
う
先
生
」
が
遺
跡
の
森
館

に
初
上
陸
。

　

夏
の
思
い
出
に
科
学
の
不
思
議

を
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
程　

９
月
１
日
㈰

時
間
（
①
②
２
回
公
演
）

①
開
場　

午
後
０
時
30
分

　

開
演　

午
後
１
時

②
開
場　

午
後
３
時

　

開
演　

午
後
３
時
30
分

会 

場　

美
里
町
遺
跡
の
森
館
（
美

里
町
大
字
木
部
５
７
４
番
地
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金
（
全
席
指
定
）

　
　
　
　

Ａ
席　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

Ｂ
席　

１
、
０
０
０
円

※
３
歳
以
上
は
有
料
、
２
歳
以
下

は
原
則
無
料
で
す
が
、
座
席
が
必

要
な
場
合
に
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

チ 
ケ
ッ
ト
販
売　

７
月
６
日
㈯
午

前
10
時
か
ら
遺
跡
の
森
館
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
。

★ 

美
里
町
生
涯
学
習
課
（
遺
跡
の

森
館
内
）
☎
76
０
２
０
４

ボ
ー
ト
ピ
ア
岡
部
「
初
心
者
体
験

教
室
」
を
開
催

日
時　
７
月
20
日
㈯　
午
前
11
時
〜

集 

合
場
所　

ボ
ー
ト
ピ
ア
岡
部
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

内 

容　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
概
要
説
明
、

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
は
、
様
々
な

要
因
を
背
景
に
自
宅
に
ひ
き
こ
も

り
、
家
族
以
外
と
の
親
し
い
関
係

を
作
ら
ず
、
社
会
参
加
を
し
な
い

状
態
で
す
。

　

家
族
は
、
心
配
し
な
が
ら
も
い

つ
ま
で
見
守
れ
ば
い
い
の
か
不
安

に
な
り
、
口
う
る
さ
く
な
っ
た
り
、

原
因
探
し
を
し
た
り
、
あ
き
ら
め

た
り
し
が
ち
で
す
。

　

で
も
、
今
で
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
今
は
し
な
い
方
が
い
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
演
会
で

対
応
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

日 

時　
８
月
２
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　
「
思
春
期
・
青
年
期
の
ひ

き
こ
も
り
の
理
解
と
対
応
」

講 

師　

奥
野　

大
地　

先
生
（
本

庄
保
健
所
ひ
き
こ
も
り
専
門
相

談
・
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
嘱
託

臨
床
心
理
士
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

７
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時　
7
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内
容　
「
こ
く
き
ん
」
融
資
制
度

　

の
案
内
、
融
資
の
申
込
及
び
相

　

 

談
（
資
金
繰
り
の
相
談
や
融
資

の
仮
見
通
し
判
断
な
ど
）

融
資
利
率
（
固
定
金
利
）

・
運
転
資
金　

　
　
　

０
・
６
５
〜
３
・
６
０
％

・
設
備
資
金　

　
　
　

０
・
０
５
〜
３
・
９
０
％

※
平
成
25
年
5
月
現
在
の
金
利
で

す
。

費
用　

無
料

用
意　

確
定
申
告
書
及
び
決
算
書

　

 

２
期
分
、社
判
、印
鑑
な
ど
（
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★ 

本
庄
商
工
会
議
所
☎
㉒
５
２

４
１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

熊
谷
支
店
（
国
民
事
業
）
☎
０

４
８―

５
２
１―

２
７
３
１

福
祉
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
〜
や
さ
し
い
心
を
育
も
う
〜
を

開
催

日
程
（
①
②
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

　

①
７
月
26
日
㈮

　

②
７
月
27
日
㈯

時
間　

午
後
7
時
〜
10
時

　

受
付　

午
後
６
時
30
分
〜

会
場

　

 m
agle's cafe

（
マ
グ
ル
ズ
カ

フ
ェ
）
駅
南
２―

14―

７
中
島

ビ
ル
１
階

 

対 

象　

20
代
〜
40
代
の
本
庄
市
・

児
玉
郡
在
住
・
在
勤
で
独
身
の

人
定 

員　

男
女
各
12
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

会
費　
　

男
性　

７
、
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性　

３
、
０
０
０
円

※
結
婚
相
談
所
登
録
者
は
、
５
０

０
円
引
き
で
す
。

申 

込　

７
月
５
日
㈮
か
ら
19
日
㈮

ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

講
話
や
体
験
を
通
じ
て「
福
祉
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
小
中
学

校
で
の
福
祉
体
験
学
習
等
の
支
援

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
、
全
５
回
の
講
座
で
す
。

募　

集

自
衛
官
を
募
集

＊ 

必
要
書
類
の
請
求
及
び
説
明
会

の
お
問
い
合
わ
せ
は
下
記
へ

シ
ニ
ア
の
た
め
の
生
活
応
援
講
座

〜
地
元
の
い
い
ト
コ
再
発
見
「
そ

う
だ 

本
庄
、
行
こ
う
。」
〜
参
加

者
を
募
集

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

　

地
域
を
歩
い
て
地
元
「
本
庄
」

の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る
、
全
４

回
の
講
座
で
す
。。

対 

象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費 

用　

１
、
０
０
０
円
（
①
②
の

食
材
費
及
び
保
険
代
等
）

用 

意　

昼
食
（
③
④
）
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、

着
替
え
等

申 

込　

７
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
６
月
１
日
号

に
掲
載
し
た
「
市
民
剣
道
大
会
」

の
日
程
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、

訂
正
し
ま
す
。

誤　

８
月
４
日
㈰

正　

８
月
11
日
㈰

※
会
場
や
時
間
、
申
し
込
み
方
法

等
、
そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

会
場　

中
央
公
民
館

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
・

在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

７
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

時 間　午前10時～正午
　（８月27日㈫のみ午後２時～４時）

※試験会場は受付時にお知らせします。

回 日　時 内　容 集合場所（予定）

① ９月13日㈮ 七福神めぐりと本庄名物
“つみっこ”を堪能 安養院

② 10月11日㈮ いにしえ探訪～高窓の里と
そば打ち体験～ 本庄市観光農業センター

③ 11月８日㈮ 自然を満喫！プチハイキン
グで紅葉狩り 稲沢山村センター

④ 12月13日㈮ 楽しくウォーキング～本庄
新都心を散策～

早稲田リサーチパーク・コ
ミュニケーションセンター

時 間　午前10時～午後２時
※③は雨天の場合、11月15日㈮に延期します。

２
階
有
料
席
に
て
投
票
体
験

対
象　

20
歳
以
上
の
人

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
食
事
付
）

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ボ
ー
ト
ピ
ア
岡
部
☎
０
４
８―

５
４
６―

１
５
０
０
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
夏
季

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
兼
小
・
中
学

生
大
会
」
を
開
催

日 

時　
８
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午

会 

場　

サ
ウ
ン
ド
ボ
ウ
ル
本
庄
駅

前
店

対 

象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生
及

び
保
護
者

※
初
心
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

内 

容　

１
ゲ
ー
ム
相
当
の
指
導
、

２
ゲ
ー
ム
の
大
会

　

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

・
中
学
生
の
部

　

・
保
護
者
の
部

※
小
学
生
は
ガ
ー
タ
ー
な
し
の
バ

ン
パ
ー
レ
ー
ン
を
使
用
予
定
。

講 

師　

日
本
体
育
協
会
公
認
コ
ー

チ
・
指
導
員

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
貸
靴
代
は
無
料
で
す
。

申 

込　

７
月
18
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

◆
８
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
９
日
㈮
、
13
日
㈫
、
16
日
㈮
は

開
放
を
お
休
み
し
ま
す
。

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
月
釜
茶
会

　

毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１
月
と
８

月
は
お
休
み
で
す
。）

日 

時　

７
月
14
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時　
　
　
　
　
　

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
歌
の
広
場

日 

時　
７
月
23
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

飯
島　

法
子　

先
生

内 
容　

誰
で
も
知
っ
て
い
る
歌
を

み
ん
な
で
楽
し
く
合
唱
す
る

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

７
月
11
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
夏
バ
テ
予
防
料
理
教
室

日 

時　

７
月
16
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

内 

容　

季
節
の
旬
の
素
材
を
取
り

入
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
い
っ
ぱ
い
の

料
理
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

７
月
８
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
沖
縄
三
線
音
楽
体
験
教
室
〜
沖

縄
の
芸
能
と
生
活
〜

日 

時　

８
月
８
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

伊
良
皆　

高
吉　

先
生

　

 （
八
重
山
古
典
音
楽
安
室
流
保

存
会
師
範
）

内 

容　

八
重
山
の
島
々
の
唄
や
生

活
を
紹
介
し
、
三
線
の
演
奏
と

と
も
に
歌
い
楽
し
む

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

申 

込　

７
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
和
紙
の
バ
ラ
教
室

日 

時　

７
月
27
日
㈯
・
８
月
３
日

㈯　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

講
師　

岩
片　

千
恵
子　

先
生

内 

容　

立
体
の
バ
ラ
の
花
を
和
紙

で
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

申 

込　

７
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

◆
楽
し
い
七
宝
焼
き
教
室

日 

時　

７
月
24
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講 

師　

斉
藤　

芳
子　

先
生(

群

馬
県
美
術
会
会
員
・
七
宝
作
家)

内 

容　
七
宝
焼
き
で
ネ
ッ
ク
レ
ス・

ブ
ロ
ー
チ
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

申 

込　

７
月
10
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
リ
ボ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
教
室

日 

時　

７
月
27
日
㈯　

①
午
後
１

時
〜
３
時
、
②
午
後
６
時
〜
８

時
※
①
又
は
②
を
選
択

講 

師　

福
井　
利
美　
先
生（
ラ
ッ

ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
）

内 

容　

多
彩
な
色
リ
ボ
ン
を
使
用

し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
作
品
を
作
製

定
員　

各
回
８
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

申 

込　

７
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
受
付
可
）

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
 　　　　２日㈫ （館内整理日）
 　　　　16日㈫ （振替休館日）
 　　　　31日㈬ （館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

★
本
館

日 

時　
７
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
７
月
27
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

図
書
館
児
童
室

内 

容　
「
夏
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
や
紙
芝
居

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
７
月
13
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　

親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
動
物
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　

７
月
20
日
㈯　
午
後
２
時
〜

内 

容　

眠
れ
ぬ
夜
の
小
さ
な
お
話

日 

時　

７
月
４
日
㈭
・
８
月
１
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内  

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

羽
│
進
化
が
生
み
だ
し
た
自
然
の

　

奇
跡
│　ソ

ー
ア
・
ハ
ン
ソ
ン 

著

い
ち
ば
ん
簡
単
、
き
れ
い
に
作
れ

　

る
が
ま
ぐ
ち
の
本越

膳 

夕
香 

著

海
の
イ
カ
ロ
ス  

 

大
門 

剛
明 

著

魅
惑
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
照
明

イ
ネ
ス
・
ウ
ー
ジ
ェ
ル 

著

チ
ャ
ー
チ
ル　

不
屈
の
リ
ー
ダ
ー

　

シ
ッ
プポー

ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン 

著

神
経
細
胞
の
科
学

倉
橋 

隆
、
竹
内 

裕
子 

著

雑
貨
と
グ
リ
ー
ン
を
も
っ
と
上
手

　

に
飾
る
１
５
０
の
ア
イ
デ
ア

主
婦
と
生
活
社 

発
行

西
洋
美
術
入
門　

絵
画
の
見
か
た

池
上 

英
洋 

編
著

思
い
や
り
の
心　

江
戸
し
ぐ
さ

越
川 

禮
子 

監
修

★
今
月
の
児
童
図
書

わ
た
し
の
い
ち
ば
ん
あ
の
こ
の
１

　

ば
ん

　
　

ア
リ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ル
チ 

作

西
遊
後
記
１　
　

  　

斉
藤 

洋 

作

三
本
の
金
の
髪
の
毛

　
　
　
　
　
　

松
岡 

享
子 

訳

く
り
ぃ
む
パ
ン　

  

濱
野 

京
子 

作

歯
科
詩
集  　

や
な
せ 

た
か
し 

著

や
さ
し
さ
の
タ
ネ

　
　
　
　

お
ぐ
ろ 

よ
し
こ 

著

素
直
な
心
に
な
れ
た
ら

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

著

お
か
し
な
ジ
パ
ン
グ
図
版
帳

　
　
　

宮
田 

珠
己 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

つ
ば
さ
の
お
く
り
も
の小

川 

糸 

著

歌
舞
伎
の
ぐ
る
り
ノ
ー
ト中野 

翠 

著

ほ
ん
と
の
こ
と
言
え
ば
？
│
佐
野

　

洋
子
対
談
集
│

佐
野 

洋
子 

著

深
海
の
夜
景　

    

森
村 

誠
一 
著

森
の
彼
方
に   

   

早
坂 

真
紀 

著

世
界
の
か
わ
い
い
民
族
衣
装

上
羽 

陽
子 

監
修

デ
ィ
ア
ス
と
月
の
誓
約乾石 

智
子 

著

五
十
に
な
る
っ
て
、
あ
ん
が
い
、

　

ふ
つ
う
。　

    

岸
本 

葉
子 

著

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
昭
和
の
味
レ
シ
ピ

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社 

監
修

★
今
月
の
児
童
図
書

な
ん
だ
か
へ
ん
な
の
ね

内
田 

麟
太
郎 

文

語
り
つ
ぐ
者

　

 

パ
ト
リ
シ
ア
・
ラ
イ
リ
ー
・
ギ

フ 

作

「
ネ
コ
ク
ン
の
お
友
達
篇
」

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

海
の
う
え
に
暮
ら
す関

野 

吉
晴 

著

こ
ま
っ
た
と
き
の
ね
こ
お
ど
り

い
と
う 

ひ
ろ
し 
作

か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん

か
こ 

さ
と
し 

作
・
絵

野
菜
と
果
物板

木 

利
隆
ほ
か 

監
修

チ
リ
と
チ
リ
リ
ち
か
の
お
は
な
し

ど
い 

か
や 

作

公
民
館

えんそくおにぎり
宮野 聡子 著

横綱
武田 葉月 著

　市では、赤ちゃんとご家族が絵本を通して幸せな
時間を過ごしてもらうことを応援する活動として、
ブックスタート事業を行っています。一緒に応援し
てくれるボランティアの養成講座を開催します。
日時　７月17日㈬・８月22日㈭・９月19日㈭　
　　　全３回　午前10時～正午
会場　本館等
定員　20人
申込　７月３日㈬から電話又は直接本館へ

日時　８月７日㈬　午後２時～４時
会場　本館第２読書室
定員　30人
用意　はさみ、懐中電灯、のり、牛乳パック（１ℓ）
申込　７月10日㈬から電話又は直接本館へ

夏休み手作り工作教室を開催
～牛乳パックでランプシェードを作ろう～

ブックスタート・ボランティア養成講座を開催



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

防
犯
安
全

�
�
�
�

平成25年７月1日号

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ
７月７日㈰

午前９時 ～ 11時 児玉中学校南側駐車場 ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）８月４日㈰

７月21日㈰ 午前９時 ～ 11時 市役所
７月13日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

７月17日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち」（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

2829

７月は、青少年の非行・被害防止全国強調月間です！

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

日　程 内　容 会　場

７月５日㈮ たなばたかざりを作ろう 前原児童センター

７月８日㈪ のりものごっこ 日の出児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

７月３日㈬ 七夕飾りを作ろう 七夕飾りを作ろう 七夕飾りを作ろう

７月10日㈬ 「てんとうむし」（絵本と工作） リトミック（講師：小川豊子先生） 誕生会

７月17日㈬ 身体測定 誕生会と水あそび 親子体操（講師：立石明子先生）

７月24日㈬ 水あそび 水あそび 「てんとうむし」（絵本と工作）

７月31日㈬ 水あそび 水あそび ちぎり絵あそび

８月７日㈬ 水あそび 水あそび 誕生会

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。なお、児玉つどいの広場にお越しの人は、できるだ
け「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（７月～８月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～11時30分
協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」

のみなさん
※お気軽にお越しください。
　事前の申し込みは不要です。

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

～夏の“生ごみ”水きりをしっかりと！～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、７月２日㈫・９日㈫・16日㈫に子育て支援センター（いずみ保育
所内☎㉒4891）で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　生ごみの悪臭を防ぐためにも、しっかりと水切りをしてください。
　まず、野菜の皮や食材の使わないところは直接ごみ袋に捨て、ごみをぬら
さないようにしましょう。また、水分を多く含む茶がらなどはしっかり水切
りをして、風通しの良いところで保管しましょう。生ごみの水切りがしっかりできていると、排出するごみ
の重量も減ります。みなさんのご協力をお願いします。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
７
月
〜
８
月
）

行 政 ７月18日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

７月３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬　午後１時～４時
◎８月の相談日
　　　　　８月７日㈬・14日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　８月28日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ８月21日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ７月12日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ７月11日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ７月９日㈫・８月13日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
７月９日㈫　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
７月23日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

７月１日㈪・８月５日㈪　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ７月12日㈮・26日㈮・８月９日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

『気が緩みやすい夏休み、夜遊びなどが非行の入口に』
●大切な自分の未来を考えて！
　薬物乱用、飲酒、喫煙、万引　
　きなどで自分を傷つけないで。

●誘惑に負けないで！
　出会い系サイト、児童買春、
　児童ポルノは絶対にＮＯ!!

　子どもたちにとって夏休みは、学校以外で
さまざまな体験ができる良い機会です。
　一方、気もゆるみがちになり、犯罪被害に
遭うきっかけも多くなります。
　また、インターネットの情報が、子どもの
非行や犯罪被害につながる危険も増えている
ので注意が必要です。

※各種相談は予約制
※８月の相談予約は、７月22日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日



※駐車場は、総合支所仮庁舎駐車場の西
にある児玉保健センター来客用駐車場
をご利用ください。

総合支所（建替え中）

総合支所仮庁舎

平成25年７月1日号 3031

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

７月11日㈭・８月29日㈭
午前９時30分～ 11時
※７月11日㈭は、児玉保健
センターで実施

定員あり。
各実施月の１日から本
庄市保健センターへ
（※電話による育児相談
は随時受け付けていま
す。）母乳相談 母乳に関する相談 ８月29日㈭

午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティ美
ビ

クス ストレッチ、有酸素運動など ７月17日㈬
午前10時～正午

定員あり（随時受付）はじめて生活
withベビー

母乳について、お風呂の入れ
方の実習など

８月24日㈯
午前９時30分～正午

プレママ’ｓ
キッチン 栄養士の講話、調理実習 ９月25日㈬

午前９時30分～正午

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

～お子さんのすこやかな成長をねがって～
５歳児相談講演会を開催します

時間　①午前９時30分～ 10時30分　
　　　②午後１時30分～２時30分
※①・②は同じ内容です。
内 容　心理士による講話「就学までに身につけたい力
（家での関わり方・過ごし方）や、爪かみ・指しゃ
ぶりなどの癖について」

対 象　市内在住で今年度に５歳になる子ども（平成20
年４月２日～平成21年４月１日生まれ）がいる保護
者

申 込　各日程の３日前までに電話又は直接本庄市保健
センターへ

※講演会終了後に個別相談も行います。希望者は、申
し込み時にあわせてご連絡ください。

会　場 日　程

本庄市保健センター ７月25日㈭・８月31日㈯・
９月24日㈫

児玉保健センター ９月９日㈪

乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
集
団
検
診
の
ほ
か
、

指
定
の
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
乳
が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

対 

象　

40
歳
以
上
の
女
性
（
昭
和

49
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）

※
平
成
25
年
度
中
に
41
・
46
・
51
・

56
・
61
歳
を
迎
え
る
人
に
は
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
に
郵
送
し
ま

し
た
。

費
用　

 

１
、
６
０
０
円

②
子
宮
頸
が
ん
検
診（
個
別
検
診
）

対 

象　

20
歳
以
上
の
女
性
（
平
成

６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）

※
平
成
25
年
度
中
に
21
・
26
・
31
・

36
・
41
歳
を
迎
え
る
人
に
は
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
に
郵
送
し
ま

し
た
。

費
用　

 

１
、
３
０
０
円

《
①
②
共
通
》

実 

施
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日

㈪
ま
で

場
所　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

※
指
定
医
療
機
関
は
、
平
成
25
年

度
が
ん
検
診
受
診
券
の
同
封
文
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用 

意　

平
成
25
年
度
が
ん
検
診
受

診
券

※
受
診
券
が
お
手
元
に
な
い
人
は
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

込　

実
施
期
間
内
に
市
内
の
指

定
医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
１
人
１
回
の
み
受
診

で
き
ま
す
。

 

『
お
詫
び
と
訂
正
』

　

４
月
末
に
郵
送
し
た
『
平
成
25

年
度
が
ん
検
診
受
診
券
』
の
同
封

文
書
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
１

月
に
集
団
検
診
で
実
施
す
る
「
乳

が
ん
検
診
」「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
」
の
予
約
受
付
日
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

正　

12
月
９
日
㈪

誤　

５
月
７
日
㈫

こ
こ
に
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

50
歳
か
ら
の
お
口
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
い
つ
ま
で
も
上
手
に
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
〜

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
き
た

時
に
は
歯
が
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

初
め
の
う
ち
は
う
ま
く
母
乳
を
吸

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
じ
き

に
上
手
に
吸
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

唇
を
閉
じ
、
頬
の
筋
肉
と
舌
を
た

く
み
に
動
か
し
、
母
乳
を
飲
み
込

み
ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め
に
、

口
か
ら
栄
養
を
摂
取
す
る
原
点
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
能
力
は

誰
か
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

や
が
て
、
小
さ
な
歯
が
生
え
、

い
つ
の
間
に
か
離
乳
食
か
ら
普
通

食
と
な
り
、
交
換
期
を
経
験
し
、

18
歳
ま
で
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
歯

が
永
久
歯
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
80
歳
ま
で
生
き
る
と

す
る
と
、
18
歳
か
ら
の
約
60
年
間
、

永
久
歯
で
も
の
を
食
べ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
、

も
の
を
噛
ん
だ
り
、
飲
み
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。

　

50
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ

と
に
変
化
が
生
じ
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
気
に
な
り
始
め
ま
す
。

１　

う
ま
く
噛
め
な
い

２　

飲
み
込
め
な
い

３　

む
せ
る
、
こ
ぼ
す

　

こ
れ
ら
は
、
加
齢
や
様
々
な
疾

病
（
認
知
症
、脳
血
管
障
害
、パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
）
の
た
め
、
咀そ

嚼し
ゃ
く
え
ん
げ

嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
く
る
こ

と
が
原
因
で
す
。
私
た
ち
は
、
歯

だ
け
で
も
の
を
食
べ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
唾
液
や
唇
、
舌
、
口
の

周
辺
の
筋
肉
組
織
の
手
助
け
が

あ
っ
て
、
初
め
て
咀
嚼
嚥
下
が
可

能
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
咀
嚼
嚥
下
機
能
の

低
下
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
散

歩
な
ど
で
体
の
筋
肉
を
鍛
え
る
よ

う
に
、
下
記
の
よ
う
な
口
の
ス
ト

レ
ッ
チ
を
習
慣
づ
け
、
口
の
周
辺

の
筋
肉
を
定
期
的
に
動
か
す
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
歯
磨
き
や
舌
の
掃
除
、

義
歯
清
掃
な
ど
の
口
腔
ケ
ア
を
怠

ら
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
れ

は
、
口
腔
内
細
菌
に
よ
る
誤
嚥
性

肺
炎
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
に
50
代
に
な
っ
た
ら
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
咀

嚼
嚥
下
障
害
の
予
防
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。
最
後
ま
で
自
分
の
口

で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
生

き
る
喜
び
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

日
々
の
運
動
に
こ
の
よ
う
な
お
口

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
加
え
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

１ 　

思
い
切
り
前
に
舌
を
出
し
、

左
右
に
動
か
す
（
５
回
）

２ 　

口
を
閉
じ
、
頬
を
膨
ら
ま
せ
、

左
右
に
動
か
す
（
５
回
）

３ 　

唾
液
線
を
刺
激
す
る
た
め
に
、

両
親
指
で
あ
ご
の
真
下
か
ら
舌

を
刺
激
す
る
（
10
回
）

休日や夜間に利用できる
医療機関が分からない時は
埼玉県救急医療情報センターへ
（３６５日、２４時間対応）
歯科・精神科を除く受診可能な
医療機関を案内しています。　
☎０４８－８２４－４１９９
　　　　　　　（良い救急） 

　今年４月から、小学校６年生から高校１年生相
当の女子を対象に、予防接種法に基づく定期接種
が始まった子宮頸がん予防ワクチンですが、接種
後に歩行障害や体に激しい痛みを感じるなどの重
い副反応が複数報告されています。それを受けて
厚生労働省は、６月14日付けで「副反応症例に関
する調査・評価を行い、改めて判断するまで、接
種の積極的な勧奨を一時的に差し控える」ことを
決めました。
　ただし、定期接種自体を中止するものではない
ため、希望者は継続して接種を受けることができ
ます。接種を希望する人は、有効性及び接種によ
る副反応等について理解した上で、接種を受ける
ようにしてください。
※詳しくは、厚生労働省ホームページ（http://
www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou28/）をご覧ください。 

子宮頸がん予防ワクチンの接種は
積極的なお勧めを控えています

医

療

�
�

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会

誕
生
時　
　
　
　

50
年
後　
　
　
　

簡
単
に
で
き
る
口
の
ス
ト
レ
ッ
チ
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　現在、２つの複合施設について、建設工事の準備を
進めています。児玉総合支所は、現在、仮庁舎で業務
を行っています。解体工事は、今月から始まり、10
月末までの予定で行われます。また、市民プラザ跡地
は、８月から既存倉庫等の解体工事が始まる予定で
す。工事の進捗状況については、今後も随時お知らせ
します。
★ 市民活動推進課☎㉕１１１８、総務課☎72１３３２

市民プラザ跡地複合施設・児玉総合支所複合施設の

外観図・内観図を紹介します

～平成27年度中にオープン～

児玉総合支所複合施設外観図 児玉総合支所複合施設内観図

市民プラザ跡地複合施設外観図 市民プラザ跡地複合施設内観図

○児玉総合支所複合施設（イメージ図） ★総務課☎72１３３２

○市民プラザ跡地複合施設（イメージ図） ★市民活動推進課☎㉕１１１８

市民プラザ跡地・児玉総合支所の解体工事について

児玉郡市広域
消防本部
児玉分署

児玉郡市広域
消防本部
児玉分署

児玉総合支所
南入口

用
水
路

車出入口車出入口

来庁者駐車場

旧 児玉総合支所

仮庁舎

※市民プラザ跡地複合施設・児玉総合支所複合施設の外観図・内観図は、完成予想図であり実際と異なる場合があります。


